ほぼ週刊コラム　Partnership論　その１４０
シリーズ：『米国Partnership税制勉強会』の振り返りと準備
第十回勉強会（年表項目６：1977年、米国初のLLC Act）の振り返り（１）：
「真理は人を自由にする」と言えるが、「知性は人を自由にする」とは必ずしも言えない。
2015.05.01 rev.1 齋藤旬
「freedomとlibertyについてもう少し説明してくれ」と、読者からリクエストがあったので、今週はこの話題でfree talkingしてみよう。ただ、アイデア段階の話ばかりなので、ハッキリ言ってまとまりがない。ご容赦願いたい。
ザッと言えば、freedomとlibertyは古くは「奴隷状態からの解放」という同じ意味を持っていたが、中世スコラ哲学大学が現れて以降、「真理による解放」「知性による解放」と意味が分かれていった、という様な話。これをメインに色々な話をするので、キッカケにして読者は各自なりの「違い」を見つけ得心して頂けたら幸いだ。
まず復習。コラム１３１，１３２で示した、両者の現在の「意味」を再掲しよう：
freedomとは、外部からのcontrolを受けることのないdecision making capacity（意思決定の法的行為能力）のこと。libertyとは、外部のcontrolによりgrant（認可）されたdecision making ability（意思決定の法律行為能力）のこと。
またWikipediaを見ると、freedomはnaturalな、libertyはartificialなものという記述がある。両者の間には「天然自然のもの」「人工的なもの」という違いがあることが分かる。

　あるいは、リクエスト頂いた読者の捉え方も秀逸だと思った。彼はこう捉えていた。即ち、toとfromの違い。つまり、freedomとは人間には分からない何かtranscendentなものへ（to）向かう自由のことであり、libertyとはこの人間世界に存在する制限の幾つかから（from）解き放たれる自由だ、と。ウン、この様に捉えるのでも良いと思う。
　言葉の発生の歴史を見てみよう。Online語源辞典では、
freedom (n.) 

Old English freodom "power of self-determination, state of free will; emancipation from slavery, deliverance;" 　 Meaning "exemption from arbitrary or despotic control, civil liberty" is from late 14c.

古英語でfreodam、「自己決定の権限、自由意志の状態、即ち、奴隷状態からの解放、救出」。freedomが「専制的な恣意的なcontrolを免れること。civil liberty」の意味も持つようになったのは14世紀後半から、･･･とあり、更に、
liberty (n.) 

late 14c., "free choice, freedom to do as one chooses," 

14世紀後半から、「自由選択。自分の選択通りに行為する自由」。
･･･とあるので、英語圏には、古くはfreedomないしfreeの系統の言葉しかなかったこと。それと、libertyやliberalという英語が使われるようになったのは14世紀からだということが分かる。
中世カトリック・スコラ哲学大学での必修科目を意味するliberal artsの語源は：

liberal arts 

late 14c., translating Latin artes liberales; the seven attainments directed to intellectual enlargement, not immediate practical purpose, and thus deemed worthy of a free man (liberal in this sense is opposed to servile or mechanical). They were divided into the trivium -- grammar, logic, rhetoric (see trivial) -- and the quadrivium -- arithmetic, geometry, music, astronomy.

14世紀後半から。ラテン語artes liberales;が語源。七科目を意味し、奴隷にとって必要な実効性ではなく、free manとなるために必要な知性拡充（intellectual enlargement）を目的とした。初歩三科目（trivial）の文法学、論理学、修辞学と、高等四科目（quadivium）の算術、幾何、音楽、天文とを意味した。（齋藤補遺：これら基礎七教科を学習すると、本科はtheology（神学）。）
liberalという英語が14世紀以降に使われるようになったのは恐らく、Oxford, Cambridgeというカトリック・スコラ哲学大学が12世紀以降に英国に作られたからだ。それまではliberalという英語は存在しなかった。もっぱらfree, freedom の語源である、frija-（古ゲルマン語）やfreo（古英語）が英語圏では使われていた。つまり現代英語libertyに対応する古英語や古ゲルマン語は存在しなかった。
しかし英国（ブリタニア）のキリスト教会で聖職者達は、その公用語であるラテン語で、libertäs(名詞), libertälis（形容詞）といった言葉に、古くから、即ち、ローマ帝国がブリタニアとして今の英国領土を支配した西暦二世紀以降、あるいは、キリスト教禁教令が解かれた西暦313年以降、ある程度慣れ親しんでいたはずだ。
なぜならば、聖書には「自由」に関して有名なJesusの言葉(ヨハネ8:章32節）があるからだ。表題に挙げた「真理は人を自由にする」がそれ。これはラテン語では「Veritas liberabit vos 」であり、現代英語で「the truth shall set you free」となる。従って、このliberabit（自由にする、解放する）というラテン語は、この聖句が載ったヨハネ福音書が完成したとされる西暦二世紀以降の古代ローマ帝国において広く知られていた。当然、ブリタニアの人々もlibertäs(名詞)といったラテン語に、ある程度 --- 一般の人は文盲が多かったろうから、言葉の響きとその意味に --- 慣れ親しんでいたはずだ。
「真理は人を自由にする」をJesusが言った場面を、齋藤流の脚色を交えて説明する。律法を偏重するユダヤのファリサイ派の人々の中にも、Jesusの言葉に耳を傾ける人がチラホラと出てくるようになった頃のある日、「エジプトに奴隷として捕らわれていたユダヤ人達を解放した最大の要因は何か？」というテーマでJesusとファリサイ派の人々の間でディスカションになった。
ファリサイ派の人々の答えは勿論、モーゼの十戒を始めとする神と人との（再）契約、「律法」だ。即ち、エジプト王ファラオの約束する地上の幸福ではなく、モーゼが神から授かった契約（testamentあるいはcovenant）、あるいはそれが約束する「幸福」「神の国」が、ユダヤ人達の勇気を奮い立たせたからこそ、ファラオの軍勢の執拗な追っ手を逃れる危険を冒してまで、「奴隷でいるのは止めにしよう」とユダヤ人達は決心がついた。つまり、「律法が人を自由にした」と思っていた。
Jesusとしては「イヤイヤ違うよ、君たち」と言ったか知らないが、「the truth shall set you free」「真理こそが人を自由にする」と説明した。つまり、ファラオの約束も違うが、ユダヤ人律法学者達が明文化し「守れば救われる」と説く律法も違うよ、と。では、何かというと、それはveritate（the truth）。誰もが知っている、けれどもつかみ所のない、例のあれ、即ち、「真理」だと。真理こそが人を、地上的束縛から解放し、righteousnessの状態へと導いてくれると説明した。ファラオのエジプトに奴隷として捕らわれていたユダヤ人達を解放したのも、律法ではなく、ファラオの喧伝に抗することが出来る真理 --- ないし、贋物（にせもの）に惑わされず真理に向かおうとする探究心 --- だと説明した。
律法ならば具体的でありとるべき行動も遵法（compliance）とイメージしやすいが、「真理」と言われては何をどうすれば良いのか分からない。全く具体性を欠く。従って、耳を傾け始めたファリサイ派の人々も、これには流石について行けず、Jesusへの反感をぶり返した。ヨハネ伝8章の最後は、「彼らは石を取ってJesusに投げつけようとした。」と結ばれている。
･･･ともかく、キリスト教には真理探究の旅（Quest）を続けるという考え方がある。そして、真理をつかんだ暁には、この人間世界に存在する制限から（from）解き放たれ、人間には分からない何かtranscendentな世界へ（to）向かうことができるという希望がある。
そういった真理探究の手段の一つが、先ほど紹介した、中世スコラ哲学大学の設立だ。

即ち元々、大学の目的は「真理探究」「真理により人々を自由解放すること」だった。今でもこの考えは強い。例えばWikipediaにList of University Mottosがあり、現在の世界60カ国の約千校の大学の標語を見ることが出来る。それによると約千校の内、Veritas liberabit vos（真理は人を自由にする）が標語の大学は約30校、truthを標語に入れる大学は約2百校に上る。ちなみに日本の国会図書館法（1948年施行）の前文には「真理がわれらを自由にする」とあるが、これには、同法起草者の一人である羽仁五郎氏がフライブルグ大学留学時に同校図書館に同大学の標語：Die Wahrheit wird euch frei machen.（The truth will make you free）を見つけ、いたく感動したので盛り込んだ経緯がある。
話がそれた。本題に戻す。liberal artsの語源で説明したように、大学は「free manとなるために必要な知性拡充（intellectual enlargement）」を行う所だ。知性拡充を経て真理探究を行いfree manとなることが大学の根本目的だ。即ち、知性拡充はこの根本目的のための「手段」に過ぎなかった。根本目的は、あくまで真理探究だった。ところが．．．。
手段が目的にすり替わっていった。換言すれば、表題に挙げた様に、「真理が人を自由にする」ではなく「知性が人を自由にする」
という考え方が、大学に限らず広く西洋社会で、次第に勢力を大きくしていった。そう、前者の自由をfreedomと呼ぶ本家と並び、後者の自由をlibertyと呼ぶ分家が、14世紀後半以降、徐々に勢力を強めていった。
ここで重要なのは、もし、全ての知性拡充行為が真理探究に結びつき、且つ、全ての真理探究と称す行為が真に真理探究であれば、freedomとlibertyの意味に違いは出てこない。即ち、「真理は人を自由にする」と「知性は人を自由にする」とに、意味の違いは出てこない。

だから実際の人間社会の中で、freedomとlibertyの意味に違いが出てくる状況があるとしたら、そこには、「真理探究に結びつきそうもない知性拡充行為」の存在、または／ならびに、「真理探究と称していながら、どう見ても真理探究とは思えない行為」の存在が、あるということになる。
さて、ここから先しばらくは齋藤の「仮説」だ。即ち齋藤はこう見ている。中世末期に「真理探究と称していながら、どう見ても真理探究とは思えない行為」が目につく様になり、freedomとlibertyの意味の分化が起こった。つまり、freedomは真理探究で得られる自由を意味し、方や、libertyは知性拡充を伴う真理探究で得られる自由を意味する、という様な意味の分化が起こったと見ている。

仮説仮説と連呼したが、実は概ねこの筋立ての学説は形成されつつある様だ。この学説形成の先頭を切って走っているのが、コラム６５で紹介したBrad S. Gregory（Notre Dame大学の歴史学助教授）であり、彼の2012年著作：『意図せざる宗教改革：如何に宗教改革は社会を世俗化したか』には、この学説のキーワードであるlibertyあるいはreligious liberty
が頻出する。この本、私が会社定年を迎えたら是非翻訳してみたい専門書の一つだが、約600頁もある大著。腰を据えて翻訳に取り組んでも年単位の時間が必要だろう。
この両派、つまり、「真理は人を自由にする」即ちfreedomを推す派と「知性は人を自由にする」即ちlibertyを推す派 --- もうお分かりだろう、カトリックとプロテスタントだ --- にとってこの学説形成行為はある程度相手を批難することを含むし、更に現在は、双方が双方とも自分の瑕疵を認め歩み寄ろうとする所謂ecumenical運動
が始まっているので、この辺りのことをほじくる文献は、今後そう沢山は出てこないかもしれない。
更に言うなら、もしかしたらこの仮説は仮説ではなくて、西洋にとっては誰もが知っているが誰も言い出さない公然の秘密、または、当たり前すぎて誰も改めて言い出さない常識なのかもしれない。だとすれば、盛り上がりをこれ以上は示さないで終わる研究テーマないし学説形成なのかもしれない。
兎に角、エラスムス著作『愚神礼讃』1509年執筆1511年初版刊行に書いてある様な、カトリックの堕落が中世末期に起こった。
つまり、「真理探究と称していながら、どう見ても真理探究とは思えない行為」が目に余る状況が出来（しゅつらい）した。
この様な状況が、巡り巡ってfreedomとlibertyの意味の分化につながったのだろう。
傍証をもう一つ。欧州大学協会が発行した『欧州の大学の歴史』にあるList of early modern universities in Europeを紹介しよう。そこでは、初期近代（16,17,18世紀）に存在した約200の大学を二種類に分類している。即ち、1088年第一号のボローニャ大学から15世紀末（1500年）までに、カトリックによって設立された80の大学と、16世紀から18世紀に、カトリックの古い権威を大なり小なり離れて
 設立された122の大学とに分類している。
つまり、Veritas liberabit vos（真理は人を自由にする）を本来の目的としていた大学に、15世紀末から16世紀初めに、何か重大な変化が起きたことが見て取れる。
･･･話が長くなった。今週号をまとめよう。
今後は、理想と現実とのバランスがとれていて、且つ、進化を続ける社会を実現したい。確かに、私は真理派freedom派だ。例えば、今週号の表題は『「真理は人を自由にする」と言えるが、「知性は人を自由にする」とは必ずしも言えない。』として、真理派freedom派の肩を持った。あるいは、先週号では「人々がfreedomを求める意識が強いならば、libertyという堰（せき）を少し切ってやるだけで後は自然に、新たな経済、いや、本来の経済が力強く展開していくはずだ。」と述べて、やはり、私が真理派freedom派であることを旗幟鮮明にした。しかし考えてみると本来、両派は同根だ。カトリックとプロテスタントは同根。Veritas liberabit vos（真理は人を自由にする）のmottoで始まった一つの考え方、あるいはRonald Dworkinの言う前提与件（prior commitment）だ。即ち元々、freedomとlibertyは、どちらも「奴隷状態から解放された状態」を意味していて違いは無かった。
敷衍すれば、近代以降のchurch and stateないしchurch and nation state、あるいは、近代以降のchurch and corporatismさえも、同根だと言えるだろう。即ち、全て、究極的には「真理による解放」を目的にした集団だと言える。
従って両派というか全集団、大は国家から小は夫婦や家族まで含めて社会の全構成員は、無益な争いはせず、有益な切磋琢磨に徹して、理想と現実とのバランスがとれていて、且つ、進化し続ける社会 --- 国家でも教会でもなく「社会」を実現していくべきだ。
脚注４で説明したecumenical運動は、Western Christianityの統一、つまり、カトリックとプロテスタントの統一をさす場合が多いが、私としては、以上述べた様な、様々なentity達collective達の或る種の切磋琢磨・共存共栄状態、united diversityをも意味する言葉として捉えても良いのではないかと考えている。
なお、来週はGW連休なので休刊を予定している。あしからず。
今週は以上。来週も請うご期待。
� 余談だが、西洋社会において「大学」は「非国家」の一大拠点として中世時代に発生した。例：世界初の大学、ボローニャ大学は非国家であるカトリックによって1088年設立された。日本の「大学」が明治時代以降に富国強兵・殖産興業を目的に「国家」によって設立されたのと大きく異なる。近年、西洋の大学はInnovationの場として機能している。例：1425年設立のカトリックルーベン大学に1985年設立されたIMEC研究所、あるいは、1558年にやはり非国家であるプロテスタントによって設立されたイエナ大学に1846年に設立されたZeiss Stiftung。しかし、日本の大学はInnovationの場として機能しているとはいえない。原因はこの辺りにあるのかもしれない。つまり、日本社会は国家のみから構成されるので、国家の側につくもの（大学）としては、国家（つまり社会）が今ある状態を大きく変えることを、どうしてもためらってしまうのかもしれない。一方、西洋社会は国家と非国家から構成されるので、国家ないし非国家（例えば大学）から常に、社会を変えようという力が、ためらいなく働くのだろう。


� intelligence makes you free、intelligence shall set you freeなどの文章をGoogleで検索したが、流石にtruth makes you freeに真っ向から刃向かうことは憚（はばか）れるのか、この様な表現は皆無だった。代わりに見つかったのはintelligence makes you crazyやintelligence makes you dull等の穏当な表現だけだった。


� religious libertyとは脚注４で説明する様に、「religionがlexの世界にも影響を持つべきだ」とする考え方であり、最近になってカトリックが使い出した用語だ。即ち、宗教改革以降にプロテスタントが形成したliberty概念を、カトリックが最近になって是認するために編み出した用語がreligious libertyだと言えるだろう。


� ecumenical運動の一例として、libertyという言葉を使うことを避けていたカトリックが� HYPERLINK "http://www.usccb.org/issues-and-action/religious-liberty/" ��religious liberty�という言葉を最近使う様になったことを挙げておこう。このWeb Site記事には2013年発行のVatican論文にあった「religionはrelegateされてはなりません。即ち、lexの世界から追い出されてはなりません。内なる霊性personal生活に引きこもってはなりません。社会生活、national生活に影響力を持たなければなりません。」という文章が引用されている。この文章からは、カトリックが長らくlexの世界を避けてきたこと --- 自ら好んでrelegateされ続けてきたことが読み取れる。


� ･･･were established further west either by the new Protestant powers or the Catholic Counter-Reformation spearheaded by the Jesuits･･･、新たなプロテスタント権威、または、イエズス会（1540年に設立された、カトリックによるカトリック立て直しを意図した修道会）によって先導された反宗教改革運動によって設立された･･･、とこの記事には書いてある。
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